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今年度の出雲崎総合大学が、６月９日（木）の【貸鍬制

度を学ぶ】からスタートしました。９日の講義に参加され

た２７人の方は、このたび国の登録民俗文化財となった貸

鍬制度研究の第一人者である三井田先生の講義に熱心に耳

を傾けていました。 
 また、第２回の【健康教室１ 体の健康～栄養編～】（講

師：田中奈津子 栄養士）には１９人の方が参加し、栄養カ

ルタなどをとおして自分の普段の食事や栄養についての理

解を深めました。 

６月２５日（土）に県立生涯学習推進

センターと共同で、講師に新潟大学准教

授の足立幸子氏をお迎えし、新潟連携公

開講座「読み聞かせのススメ～親子で触

れる絵本の世界～」を開催しました。 
８組１８人の親子と、保育園の先生、

読み聞かせボランティアの方など計２

７人が、実際に図書館の絵本を読むこと

で親子のふれあいを深めました。 

７月２日（土）に、出雲崎小学校・ほ

なみヶ丘で「出雲崎ッズ ネイチャーゲ

ーム」を開催しました。 
出雲崎小学校の児童７人が参加し、運

動指導士の安野加代子先生と共に、ほな

みが丘で宝探しゲームをしたり、出雲崎

小学校グラウンドで鬼ごっこをしたり

など、自然と触れあうことや外で遊ぶ事

の楽しさを学びました。 
 



～皆さんの身近な情報をお寄せください。～ 

   
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 中央公民館   町立図書館（海岸公民館）  

ブータン 国民の９７％が“ハッピー”な

国「他人はきょうだいの始まり」 
・・・下平 真弓 著 

  あの戦争と日本人 
・・・半藤 一利 著 

  風景 
        ・・・瀬戸内 寂聴 著 
  四季の公案 

・・・玄侑 宗久 著 
 

麒麟の翼 
        ・・・東野 圭吾 著 
野村の実践「論語」 
        ・・・野村 克也 著 
ポティリコン（上・下巻） 
        ・・・桐野 夏生 著 
「はやぶさ」からの贈り物  
-全記録・小惑星イトカワの砂が明かす地球誕生の秘密- 

      ・・・朝日新聞取材班 著 

お申し込み・お問い合わせは、出雲崎町教育委員会社会教育係（℡：78-2250）までお願いします。 

【日時】7 月 23 日（土） 

10:00～11:30 

【会場】中央公民館 講堂 

【内容】基礎から始めるバラづくり 

※詳しくは別紙折込案内をご覧ください。 

 

【日時】７月１６日（土） 

9:30～12:30 

【会場】中央公民館 講堂 

【内容】大豆となすのルーを使わない 

野菜カレー他（全 4 品） 

○歴史コース 

「良寛講座（第 2 回）～壮年良寛～」 

【日時】７月１６日（土） １3:30～ 

【会場】海岸公民館 

【講師】新潟大学名誉教授 冨澤信明 様 

 
○理科コース 

「ヒメハルゼミとフォッサマグナミュージアム見学」 

【日時】：7 月 25 日（月） 8:30～16:30 

【場所】：糸魚川市 ※町中央公民館からマイクロバス送迎 

【講師】：前出雲崎小学校長 吉田一郎 様 

【申込み】：７月 15 日（金）までにお電話ください 

どなたでも参加可能です 

ヒメハルゼミとは？ 
集団で「合唱」をするという、珍しい習性をもった 

セミの一種です。1942 年に糸魚川市（旧能生町）の 

ヒメハルゼミが国の天然記念物に指定されています。 

 

源川進先生講演会 

【日時】8 月 7 日（日） 14:00～ 
【会場】海岸公民館  
【演題】良寛の書について 

 ８月６日（土）から８日（月）の３日間、千葉県の二松学舎大学源

川ゼミの学生が当町の妻入り会館で書作の合宿を行います。 
 また、源川進先生の講演会を右記のとおり開催いたします。皆さま

のご来場をお待ちしております。 
※詳細は別紙折込案内をご覧ください。 



公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 
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～皆さんの身近な情報をお寄せください～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全国の舞台を目指して ～新潟県スポーツフェスティバル～ 

プール開きです！！ 

１１日（月）19：00～ ２５日（月）19：00～ 

～トレーニングルーム～ ７月の指導員日程 

町民ソフトボール大会 開催！ 青空の下、海を目指して… 

 ６月５日（日）町民体育館において「第 23 回新

潟県スポーツフェスティバルラージボール卓球大

会」を開催し、県内各地から卓球で名を馳せる強豪

17 チームが出場しました。 
 手に汗握る熱戦の末、全国経験豊富な選手を擁す

る新潟ドリーム(新潟市)が見事優勝を果たし、11 月

に栃木県で開催される「全国スポーツレリエーショ

ン祭」への切符を手にしました。 
 出雲崎卓球クラブはあと一歩健闘及ばず第９位

となり、次回へのリベンジを誓っていました。 
ラージボール卓球とは？ 

・ボールが直径 44 ㎜(通常 40 ㎜)、0.5g 軽い → 空気抵抗で球速が遅くるため、ラリーが続きやすい 

・ネットが 2 ㎝高い ・ラバーは表ソフトラバーを使用する ・その他ルールは通常と同じ 

 ６月 19 日（日）町民野球場において「第 31 回町民

ソフトボール大会」を開催しました。 
 各チームが全力で優勝を目指し、好プレー連発の活気

溢れる大会となりました。 

☆優 勝☆ 

尼瀬 
☆準優勝☆ 

沢田 
☆第３位☆ 

川東・川西 B 

お気軽にお声かけください。 

 ６月 21 日（火）さわやかスポーツ教室では「さ

わやか青空ウォーキング」を行いました。 
 今回は 6月 2日に開通したばかりの県道出雲崎石

地線を通り、約４㎞の道のりを歩きました。 

大会結果 

 町民プール開放が右記のとおり間近となってきまし

た。プールはルールを守り正しく安全に利用しましょ

う。多くの皆様のご来場をお待ちしています。 
 また、下記のとおり「わんぱく水泳教室」を開催しま

すので、ぜひご参加ください。 

【期 間】 ７月 16 日（土）～７月 18 日（月） 

      ７月 23 日（土）～８月 31 日（水） 

【時 間】 午前９時～午後４時まで 
      ※正午から午後１時まで休憩時間 

【日 時】 ８月１日(月)～５日(金) 

      ・初級 10：00～ ・中級 10：45～ 

【対 象】 出雲崎小学校児童 

【申込み】 後日、小学校を通じて配布される 

案内をご覧ください 




